新釈『夜鶴庭訓抄』（二） by 永由, 徳夫 et al.
新
釈
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』（
二
）
群
馬
大
学
教
育
学
部
国
語
教
育
講
座
永
由
徳
夫
一
、
新
釈
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
の
め
ざ
す
も
の
本
稿
は
、
前
稿
「
新
釈
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』（
一
）」（『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
人
文
・
社
会
科
学
編
』
第
六
三
巻
二
〇
一
四
）
の
続
編
で
あ
る
。
一
一
六
五
年
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
世
尊
寺
家
六
代
目
・
藤
原
伊
行
?
一
一
三
九
？
｜
一
一
七
五
?
著
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
二
編
の
訳
注
が
な
さ
れ
て
い
る
。
（
１
）
た
だ
、
こ
の
い
ず
れ
も
が
、
近
世
の
『
群
書
類
従
』
所
収
の
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
と
は
異
な
り
、
中
世
の
初
期
写
本
に
基
づ
い
て
新
た
な
解
釈
を
試
み
、『
夜
鶴
庭
訓
抄
』の
本
来
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
姿
に
遡
及
す
る
こ
と
を
旨
と
す
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
訳
注
は
、
拙
稿
「
校
本
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』（
一
）」（『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
人
文
・
社
会
科
学
編
』
第
六
〇
巻
二
〇
一
一
）・「
校
本
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』（
二
）」（『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
人
文
・
社
会
科
学
編
』
第
六
一
巻
二
〇
一
二
）
で
行
っ
た
校
訂
作
業
を
基
盤
と
す
る
。
校
訂
作
業
で
取
り
扱
っ
た
写
本
全
十
四
種
を
中
世
の
初
期
写
本
と
近
世
の
流
布
本
と
に
区
別
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
中
世
の
初
期
写
本
は
世
尊
寺
家
七
代
目
・
伊
経
系
統
本
と
八
代
目
・
行
能
系
統
本
の
二
系
統
に
、
近
世
の
流
布
本
は
『
群
書
類
従
』
系
統
本
と
『
続
群
書
類
従
』
系
統
本
の
二
系
統
に
分
類
し
た
。
今
回
、
訳
注
で
取
り
上
げ
た
写
本
の
み
、
そ
の
略
称
を
﹇
﹈
で
示
し
た
。
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
写
本
一
覧
【
中
世
の
初
期
写
本
】
?
伊
経
系
統
本
?
1.
﹇
青
蓮
﹈
京
都
・
青
蓮
院
蔵
本
?
行
能
系
統
本
?
2.
﹇
宮
書
﹈
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
3.
﹇
東
北
﹈
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本
4.
﹇
天
理
﹈
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
5.
﹇
金
沢
﹈
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
保
管
・
称
名
寺
蔵
本
6.
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
本
【
近
世
の
流
布
本
】
?『
群
書
類
従
』
系
統
本
?
7.
﹇
京
大
﹈
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
8.
﹇
群
書
﹈『
群
書
類
従
』（
巻
四
九
四
）
所
収
本
9.
国
立
国
会
図
書
館
古
典
籍
資
料
室
蔵
本
10.
早
稲
田
大
学
図
書
館
特
別
資
料
室
蔵
本
11.
無
窮
会
専
門
図
書
館
神
習
文
庫
蔵
本
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?『
続
群
書
類
従
』
系
統
本
?
12.
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
本
13.
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本
14.
『
続
群
書
類
従
』（
巻
九
一
五
）
所
収
本
こ
こ
に
列
挙
し
た
写
本
の
詳
細
、
ま
た
、
中
世
の
初
期
写
本
と
近
世
の
流
布
本
と
の
表
記
や
記
述
内
容
に
お
け
る
差
異
に
つ
い
て
は
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
２
）
本
稿
で
は
、
中
世
最
古
の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
?
伊
経
系
統
本
?
の
青
蓮
院
蔵
本
を
底
本
と
し
、
こ
れ
に
続
く
?
行
能
系
統
本
?
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
保
管
・
称
名
寺
蔵
本
等
を
用
い
な
が
ら
訳
出
す
る
と
い
う
、
従
前
に
は
見
ら
れ
ぬ
新
し
い
視
点
か
ら
、
本
来
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
は
ず
の
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
の
姿
を
解
明
し
て
ゆ
く
。
な
お
、
今
回
は
、『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
全
二
十
四
条
の
う
ち
、
第
一
一
条
よ
り
第
二
〇
条
ま
で
を
訳
出
す
る
。
二
、『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
訳
注
【
凡
例
】
一
?本
文
」は
藤
原
伊
行
の
原
本
に
遡
源
す
る
こ
と
を
専
一
に
考
え
、
現
存
最
古
の
写
本
で
あ
る
青
蓮
院
蔵
本
を
底
本
と
し
、
他
本
に
よ
っ
て
校
合
し
た
結
果
、
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
通
し
番
号
の
算
用
数
字
は
、
底
本
の
区
切
り
に
基
づ
き
、
校
者
が
便
宜
上
、
冠
し
た
も
の
で
あ
る
。「
本
文
」の
改
行
は
底
本
に
準
じ
た
。
二
?本
文
」の
記
載
は
、
底
本
と
し
た
青
蓮
院
蔵
本
を
始
め
と
す
る
初
期
写
本
が
い
ず
れ
も
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
従
っ
た
。
但
し
、
片
仮
名
の
ま
ま
で
は
わ
か
り
に
く
い
語
に
つ
い
て
は
、
漢
字
に
改
め
た
。
ま
た
、
適
宜
、
送
り
仮
名
、
句
読
点
を
施
し
、
必
要
に
応
じ
て
濁
点
を
付
し
た
。
写
本
に
記
さ
れ
る
見
せ
消
ち
は
、
傍
点
で
示
し
た
。
永 由 徳 夫
京都・青蓮院蔵本
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三漢
文
体
の
語
句
は
訓
読
し
、「
不
」「
也
」等
の
助
動
詞
は
片
仮
名
で
表
し
た
。
初
期
写
本
の
引
用
に
際
し
、
校
者
が「
セ
」と
翻
刻
す
る
の
は
、
実
際
に
は「
せ
」
と
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。
四
《
口
語
訳
》《
語
釈
》
は
簡
明
で
あ
る
こ
と
を
心
が
け
た
。
詳
密
な
校
異
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
を
（
３
）
参
照
さ
れ
た
い
が
、
中
世
の
初
期
写
本
と
近
世
の
流
布
本
の
差
異
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
特
に
重
要
な
語
句
に
つ
い
て
は
、《
語
釈
》中
で
取
り
上
げ
た
。
ま
た
、
多
く
説
明
を
要
す
る
語
句
に
つ
い
て
は
、《
補
説
》の
項
を
設
け
て
解
説
し
た
。
11
一
筆
ハ
第
一
＊
１兎
ノ
毛
ナ
リ
。
大
キ
ナ
ル
ニ
テ
小
文
字
書
カ
レ
、
小
ニ
テ
大
文
字
書
カ
ル
。＊
２遅
ク
ツ
ブ
、＊
３
か
た
が
た
旁
ヨ
キ
候
。消
息
ニ
ハ
＊
４
し
し
鹿
げ毛
モ
苦
シ
カ
ラ
ズ
。
＊
５大
方
ハ
我
ガ
イ
タ
ラ
ヌ
時
、
筆
ハ
＊
６キ
ラ
ハ
ル
ル
ナ
リ
。
但
シ
小
字
ヲ
書
ク
ニ
ハ
必
ズ
鹿
ノ
毛
ヲ
用
フ
ベ
シ
。
又
ワ
ラ
筆
書
ク
様
、
結
フ
様
、
取
ル
様
ア
リ
。
普
通
ノ
筆
ニ
ハ
カ
ハ
ル
ベ
シ
。
《
口
語
訳
》
一
筆
の
第
一
は
う
さ
ぎ
の
毛
で
す
。
大
き
な
筆
で
も
小
さ
な
文
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
、
小
さ
な
筆
で
も
大
き
な
文
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
穂
先
の
擦
り
切
れ
る
の
が
遅
く
、
い
ろ
い
ろ
な
点
か
ら
み
て
良
い
筆
で
す
。
手
紙
を
し
た
た
め
る
場
合
は
、
鹿
の
毛
も
良
い
で
し
ょ
う
。
お
よ
そ
う
ま
く
書
け
な
い
時
は
、
鹿
の
筆
は
避
け
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
但
し
、
小
さ
い
文
字
を
書
く
場
合
は
、
必
ず
鹿
の
筆
を
用
い
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
藁
筆
に
は
書
き
方
、
結
び
方
、
取
り
方
に
決
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
普
通
の
筆
と
は
異
な
り
ま
す
。
《
語
釈
》
＊
1
兎
ノ
毛
…
う
さ
ぎ
の
筆
は
最
も
珍
重
さ
れ
た
。
＊
2
遅
ク
ツ
ブ
…
「
遅
く
禿つ
ぶ
」
筆
が
ゆ
っ
く
り
擦
り
切
れ
る
。
筆
が
な
か
な
か
擦
り
切
れ
な
い
。
﹇
青
蓮
﹈「
ヲ
ソ
ク
」
﹇
宮
書
﹈「
オ
ソ
ク
」
﹇
京
大
﹈（﹇
群
書
﹈）「
を
そ
く
」
＊
3
傍
ヨ
キ
候
…
い
ろ
い
ろ
な
点
か
ら
み
て
悪
く
な
い
。
﹇
青
蓮
﹈「
傍
能
候
」
﹇
宮
書
﹈「
カ
ク
シ
ヨ
ク
候
」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
愛
あ
り
」
＊
4
鹿
毛
…
廉
価
で
手
頃
な
鹿
の
毛
は
、
摩
耗
が
早
い
と
い
う
欠
点
は
あ
る
も
の
の
、
穂
先
が
利
く
こ
と
か
ら
よ
く
使
わ
れ
た
。
正
倉
院
文
書
に
写
経
生
が
罫
を
引
く
の
に
用
い
た
と
い
う
記
録
が
見
え
る
。
＊
5
大
方
ハ
〜
…
﹇
青
蓮
﹈「
ヲ
ホ
カ
タ
」
﹇
天
理
﹈「
大
方
」。
こ
の
一
文
以
降
、
諸
本
に
大
き
な
異
同
あ
り
。﹇
宮
書
﹈「
何
条
事
カ
ア
ラ
ン
。
マ
タ
時
ニ
シ
タ
ガ
フ
ベ
シ
。
ナ
カ
ラ
ン
ニ
ハ
、
何
レ
ニ
テ
モ
ア
リ
ナ
ン
。
筆
ヲ
キ
ラ
ウ
ハ
、
我
イ
タ
ラ
ヌ
時
ノ
事
也
。」
﹇
京
大
﹈（﹇
群
書
﹈）「
た
ゞ
し
、
書
き
た
る
物
ぞ
、
す
こ
し
文
字
よ
み
く（
よ
は
く
）
見
ゆ
る
所
あ
れ
ど
、
我
が
手
が
ら
に
よ
る
べ
し
。
詮
に
き
ら
ふ
は
、
我
が
手
い
た
ら
ぬ
時
の
事
也
。」
＊
6
キ
ラ
ハ
ル
ル
…
「
嫌
は
る
る
」
そ
の
筆
を
取
り
除
く
。
避
け
る
。
《
補
説
》
﹇
宮
書
﹈
は
「
一
ワ
ラ
筆
、
コ
モ
筆
、
カ
ク
様
、
ユ
ウ
様
、
ト
ル
様
、
普
通
ノ
筆
ノ
様
ニ
ハ
カ
ワ
ル
。」、
ま
た
、「
一
小
字
ハ
シ
ヽ
ノ
毛
ノ
筆
ニ
テ
書
ベ
シ
。」
の
一
文
に
つ
い
て
は
、
第
13
条
の
後
に
そ
れ
ぞ
れ
別
に
一
条
を
設
け
る
。
﹇
天
理
﹈
も
「
一
藁
翰
、
コ
モ
フ
デ
、
カ
ク
様
、
ユ
ウ
ヤ
ウ
、
ト
ル
ヤ
ウ
、
普
通
ノ
筆
ノ
様
ニ
ハ
カ
ハ
ル
也
」、「
一
少
字
ハ
鹿
ノ
毛
ノ
筆
ニ
テ
書
ベ
シ
」
を
第
13
条
の
後
に
記
載
す
る
。﹇
京
大
﹈（﹇
群
書
﹈）
も
「
一
わ
ら
筆
、
こ
も
筆
、
書
様
、
結
様
、
と
り
様
あ
り
。
常
の
筆
と
る
や
う
と
は
、
か
は
る
也
。」、
ま
た
、「
一
鹿
の
毛
の
筆
に
て
小
字
を
書
け
る
、
よ
し
。」
に
つ
い
て
は
、
別
に
一
条
を
設
け
る
。﹇
金
沢
﹈
は
本
条
を
七
番
目
に
挙
げ
、「
一
筆
ハ
兎
毛
ヲ
為
第
一
ト
、
シ
し
毛
ヲ
為
次
也
。
墨
ハ
第
一
唐
墨
也
。
夏
ノ
硯
ハ
、
ト
ク
ヨ
ゴ
ル
ル
也
。
ヨ
ヒ
ノ
水
ハ
ワ
ロ
キ
也
。」
と
し
、﹇
青
蓮
﹈
本
の
通
し
番
号
11
・
10
・
新釈『夜鶴庭訓抄』（二）
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各
条
中
の
一
文
を
抜
き
出
し
、
併
録
す
る
。
ま
た
、「
一
ワ
ラ
筆
、
コ
モ
フ
デ
、
書
ク
ヤ
ウ
、
ユ
ウ
様
、
可
習
之
也
。」の
一
文
は
四
番
目
に
挙
げ
る
。
な
お
、
「
菰こも
筆ふで
」
は
「
藁わら
筆ふで
」
を
太
く
し
た
も
の
か
。﹇
青
蓮
﹈
に
は
「
菰
筆
」
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。
12
一
扇
ニ
＊
１手
習
ス
ル
事
、
絵
ア
ラ
バ
其
ノ
絵
ノ
心
ノ
詩
歌
ヲ
書
カ
ル
ベ
シ
。
＊
２葦
手
ナ
ド
ア
ラ
バ
其
ノ
心
ヲ
読
ミ
解
キ
テ
書
カ
ル
ベ
シ
。
裏
ニ
ハ
手
習
セ
ズ
。
主
君
ノ
御
扇
ナ
ド
ニ
ハ
恋
歌
、
別
体
ノ
イ
マ
イ
マ
シ
キ
歌
ナ
ド
書
カ
ズ
。
祝
ノ
ナ
ド
ヲ
書
キ
候
ナ
リ
。
又
タ
タ
ミ
テ
見
ル
ニ
物
書
キ
タ
リ
ト
モ
見
エ
ヌ
様
ニ
書
キ
候
ナ
リ
。
物
書
カ
ヌ
マ
ノ
ア
ル
ナ
ド
申
ス
ハ
此
ノ
事
ヲ
申
ス
ナ
リ
。
タ
タ
ミ
タ
ル
上
ニ
書
カ
ズ
候
。
《
口
語
訳
》
一
扇
に
詩
歌
な
ど
書
く
場
合
、
絵
が
あ
れ
ば
そ
の
絵
に
か
な
う
詩
歌
を
書
く
よ
う
に
し
な
さ
い
。
葦
手
な
ど
が
あ
れ
ば
、
そ
の
意
を
読
み
解
い
て
書
き
な
さ
い
。
紙
の
裏
に
は
書
か
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
主
君
か
ら
い
た
だ
い
た
御
扇
に
は
、
恋
の
歌
や
別
れ
の
歌
な
ど
、
そ
ぐ
わ
な
い
歌
は
書
か
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
。
祝
い
の
歌
な
ど
を
書
き
ま
す
。
ま
た
、
扇
を
た
た
ん
だ
時
に
、
文
字
が
書
い
て
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
よ
う
に
書
き
ま
す
。
文
字
を
書
か
な
い
間
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
こ
と
を
い
う
の
で
す
。
た
た
ん
だ
上
の
と
こ
ろ
に
は
書
か
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
《
語
釈
》
＊
1
手
習
…
詩
歌
な
ど
を
思
い
の
ま
ま
に
書
く
こ
と
。
＊
2
葦
手
…
葦
、
鶴
、
雁
な
ど
水
辺
の
情
景
を
描
い
た
装
飾
料
紙
に
、
絵
画
化
し
て
書
き
添
え
た
遊
戯
的
な
文
字
。
葦
手
に
よ
っ
て
詠
み
込
ま
れ
た
和
歌
を
解
す
る
の
は
、
貴
族
に
と
っ
て
情
趣
豊
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
伊
行
自
ら
「
葦
手
下
絵
和
漢
朗
詠
集
」
を
遺
し
て
い
る
。
「
か
き
つ
け
た
る
歌
は
、
こ
が
ね
の
で
い
し
て
あ
し
て
あ
り
」?
宇
津
保
物
語
・
国
譲
中
?
「
葦
手
の
冊
子
ど
も
ぞ
、心
々
に
は
か
な
う
を
か
し
き
」?
源
氏
物
語
・
梅
枝
?
13
一
＊
１
す
ず
り
硯
が
め瓶
ハ
、
第
一
銀
、
第
二
＊
２
ち
ゃ
茶
わ
ん
、
第
三
貝
、
第
四
銅
ナ
リ
。
《
口
語
訳
》
一
硯
瓶
と
し
て
適
当
な
も
の
は
、
第
一
に
銀
製
の
器
、
第
二
に
茶
碗
、
第
三
に
貝
、
第
四
に
銅
製
の
器
で
あ
り
ま
す
。
《
語
釈
》
＊
1
硯
瓶
…
墨
を
磨
る
時
に
用
い
る
水
入
れ
。
墨
が
乾
か
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
水
差
し
。
「
宮
の
御
前
の
硯
瓶
に
挿
さ
せ
給
へ
る
を
」?
栄
花
物
語
・
岩
蔭
?
＊
2
茶
…
茶
碗
。「
」
の
音
は
カ
ン
。
な
お
、『
色
葉
字
類
抄
』
に
「
ワ
ン
茶
」
と
あ
り
、
本
文
の
読
み
は
こ
れ
に
拠
る
。
14
一
雨
中
ニ
物
書
ク
ハ
、
傍
かたがたヨ
シ
。
第
一
ニ
＊
１身
苦
シ
カ
ラ
ズ
。
第
二
ニ
ハ
ヤ
ク
書
カ
ル
。
第
三
ニ
墨
乾
カ
ズ
。
シ
ヅ
カ
ニ
傍
ヨ
キ
ナ
リ
。
《
口
語
訳
》
一
雨
の
日
に
文
字
を
書
く
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
点
か
ら
み
て
も
よ
ろ
し
い
。
第
一
に
体
に
負
担
が
か
か
り
ま
せ
ん
。第
二
に
は
や
く
書
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
第
三
に
墨
が
す
ぐ
に
は
乾
き
ま
せ
ん
。
落
ち
着
い
た
心
持
ち
で
臨
め
、
ま
こ
と
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に
結
構
な
こ
と
で
す
。
《
語
釈
》
＊
1
身
苦
シ
カ
ラ
ズ
…
体
が
つ
ら
く
な
い
。
体
へ
の
負
担
が
な
い
。
﹇
青
蓮
﹈「
身
ク
ル
シ
カ
ラ
ズ
」
﹇
天
理
﹈「
身
不
苦
」
﹇
宮
書
﹈「
ミ
ク
ル
シ
カ
ラ
ズ
」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
身
苦
か
ら
ず
」
＊
2
シ
ヅ
カ
ニ
…
心
お
だ
や
か
に
落
ち
着
い
た
さ
ま
。
﹇
青
蓮
﹈「
シ
ヅ
カ
ニ
」
﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈「
閑
ニ
」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈
こ
の
句
な
し
。
15
一
＊
１
と
も
し
燈
び火
ノ
モ
ト
ニ
テ
ハ
、
昼
書
キ
タ
ル
ヨ
リ
ハ
、
少
シ
小
サ
ク
書
ク
ベ
シ
。
同
様
ニ
書
ク
ト
思
ヘ
ド
モ
、
昼
ヨ
リ
ハ
大
ニ
候
ナ
リ
。
《
口
語
訳
》
一
夜
、
灯
火
の
も
と
で
書
く
時
は
、
昼
間
に
書
く
時
よ
り
も
少
し
小
ぶ
り
に
書
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
同
じ
よ
う
に
書
い
た
つ
も
り
で
も
、
昼
間
よ
り
大
き
く
な
る
か
ら
で
す
。
《
語
釈
》
＊
1
燈
火
…
と
も
し
び
。
と
も
し
た
明
か
り
。
﹇
青
蓮
﹈「
ト
モ
シ
ビ
ノ
モ
ト
」
﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈「
燈
火
ノ
前
」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
燈
の
前
」
「
ひ
と
り
燈
の
も
と
に
文
を
ひ
ろ
げ
て
」?
徒
然
草
・
一
三
?
16
一
＊
１番
帳
ト
申
シ
テ
、
＊
２山
ノ
堂
僧
ノ
持
ツ
物
ハ
、
＊
３手
書
ノ
書
ク
ナ
リ
。
三
枚
ト
申
ス
＊
４
ひ
ら
枚
ニ
三
行
、
必
ズ
書
キ
ア
マ
ス
ベ
シ
。
此
ヲ
秘
説
ニ
シ
テ
候
。
東
塔
、
西
塔
カ
ハ
ル
ト
申
セ
ド
、
＊
５
ノ
多
少
バ
カ
リ
ナ
リ
。
料
紙
ハ
メ
デ
タ
キ
紙
色
々
ナ
ル
ニ
絵
ア
リ
。
《
口
語
訳
》
一
番
帳
と
い
う
、
山
の
寺
院
の
僧
侶
の
持
ち
物
は
、
能
書
が
書
き
ま
す
。
そ
の
三
枚
目
に
は
三
行
を
書
き
、
余
白
を
残
す
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
秘
説
で
す
。
東
塔
、
西
塔
で
か
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
の
分
量
の
多
少
に
よ
り
ま
す
。
料
紙
は
さ
ま
ざ
ま
な
色
の
立
派
な
紙
に
絵
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
を
用
い
ま
す
。
《
語
釈
》
＊
1
番
帳
…
僧
が
法
華
経
を
唱
え
る
際
の
順
番
を
書
き
記
し
た
帳
面
。
堂
塔
の
僧
侶
た
ち
の
当
番
表
。
＊
2
山
…
霊
山
。
仏
道
修
行
に
お
け
る
尊
崇
の
場
と
さ
れ
る
。
比
叡
山
、
高
野
山
な
ど
。
な
お
、「
山
ノ
」
と
記
す
の
は
﹇
青
蓮
﹈
の
み
。
他
本
に
は
な
し
。
＊
3
手
書
…
能
書
。
前
稿
1
＊
10
参
照
。
＊
4
枚
…
紙
の
よ
う
な
薄
く
平
ら
な
も
の
。
前
稿
8
＊
4
参
照
。
＊
5
…
仏
徳
を
讃
え
た
四
句
か
ら
な
る
詩
。
《
補
説
》
﹇
青
蓮
﹈﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈
等
、
中
世
の
初
期
写
本
に
お
い
て
、
唯
一
「
秘
説
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
の
が
本
条
で
あ
る
。「
番
帳
」
は
、
僧
院
に
お
け
る
順
番
の
記
さ
れ
た
名
簿
の
類
で
あ
り
、
広
く
人
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈
等
、
近
世
の
写
本
で
は
、
第
五
条
、
第
一
六
条
、
第
一
九
条
の
都
合
三
箇
所
に
て
「
秘
説
」
の
語
が
見
え
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、「
秘
説
」
の
意
識
が
強
ま
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
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17
一
＊
１出
家
シ
テ
＊
２戒
牒
ト
申
ス
物
候
。
奥
ニ
＊
３比
丘
ト
申
ス
所
ヲ
バ
、
必
ズ
三
行
ニ
書
キ
候
ナ
リ
。
端
ヨ
リ
ハ
上
ゲ
テ
書
キ
候
。
＊
４座
主
ノ
行
ハ
＊
５真
ニ
書
キ
候
ナ
リ
。
《
口
語
訳
》
一
出
家
す
る
と
戒
牒
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
末
尾
に
比
丘
と
あ
る
箇
所
は
、
必
ず
三
行
に
書
き
ま
す
。
端
の
行
よ
り
は
上
げ
て
書
き
ま
す
。
座
主
の
記
名
は
楷
書
で
書
く
よ
う
に
し
ま
す
。
《
語
釈
》
＊
1
出
家
…
家
を
出
て
俗
世
を
離
れ
、
仏
門
に
入
る
こ
と
。「
す
け
」
と
も
。
＊
2
戒
牒
…
僧
侶
が
戒
律
を
受
け
た
こ
と
を
示
す
文
書
。
遺
例
に
嵯
峨
天
皇
筆
「
光
定
戒
牒
」
＊
3
比
丘
…
僧
侶
。
出
家
し
て
具
足
戒
を
受
け
た
男
性
。
﹇
青
蓮
﹈﹇
京
大
﹈
﹇
群
書
﹈「
比
丘
」
と
す
る
が
、﹇
宮
書
﹈
は
「
比
丘
尼
」。﹇
天
理
﹈
は
「
比
丘
」
と
す
る
も
、
脇
に
青
筆
で
「
尼
」
と
加
筆
。
＊
4
座
主
…
一
山
の
寺
務
を
統
括
す
る
首
座
の
僧
侶
。
＊
5
真
…
真
書
。
楷
書
。
前
稿
8
＊
5
参
照
。
﹇
青
蓮
﹈「
シ
ム
」
﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈
等
い
ず
れ
も
「
真
」
18
一
経
ハ
本
体
ハ
真
ニ
書
キ
候
ゾ
カ
シ
。
但
、
故
大
納
言
殿
、
手
書
ク
様
ヲ
書
キ
置
カ
レ
タ
ル
ニ
ハ
、
経
モ
イ
タ
ク
真
ナ
ル
モ
ワ
ロ
シ
ト
候
。
点
ノ
落
ツ
ル
ホ
ド
ニ
草
ナ
ル
ベ
キ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
点
ハ
落
チ
ズ
シ
テ
、
シ
カ
モ
見
ヨ
キ
ホ
ド
ノ
真
ニ
書
キ
候
ナ
リ
。
法
華
経
一
部
ヲ
人
々
ニ
書
カ
セ
ン
ニ
ハ
、
一
ノ
巻
、
八
ノ
巻
ヲ
宗
ト
ノ
手
書
ニ
誂
ヘ
候
ナ
リ
。
上
手
ニ
書
カ
セ
候
ナ
リ
。
《
口
語
訳
》
一
経
典
の
本
文
は
楷
書
で
書
く
よ
う
に
し
な
さ
い
。
但
し
、
先
祖
の
大
納
言
殿
・
行
成
卿
は
写
経
の
書
式
を
書
き
残
さ
れ
て
い
る
が
、
写
経
と
は
い
え
、
あ
ま
り
に
楷
書
楷
書
し
て
い
る
の
は
よ
ろ
し
く
な
い
と
し
て
い
ま
す
。
点
が
省
略
さ
れ
る
ほ
ど
の
草
書
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
点
は
略
さ
れ
な
い
程
度
で
、
し
か
も
見
や
す
い
楷
書
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。
法
華
経
一
巻
を
寄
合
書
き
に
す
る
場
合
は
、
巻
頭
の
第
一
巻
と
最
終
巻
の
第
八
巻
は
、
範
と
な
る
能
書
が
担
当
し
ま
す
。
第
一
の
能
書
に
揮
毫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
《
語
釈
》
＊
1
真
…
17
＊
4
参
照
。
﹇
青
蓮
﹈﹇
金
沢
﹈「
信
」。
他
書
い
ず
れ
も「
真
」
＊
2
故
大
納
言
殿
…
世
尊
寺
流
の
祖
、
藤
原
行
成
。
第
三
条
に
「
我
ガ
先
祖
大
納
言
殿
行
成
」
と
見
え
る
。
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
大
納
言
殿
」
＊
3
法
華
経
…
仏
典
の
一
つ
。
妙
法
蓮
華
経
。
﹇
青
蓮
﹈﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈
「
法
花
経
」
﹇
東
北
﹈﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
法
華
経
」
《
補
説
》
「
法
華
経
」（「
妙
法
蓮
華
経
」）
は
、
八
巻
二
八
品
よ
り
成
る
。
巻
頭
と
巻
末
に
は
筆
頭
の
能
書
を
配
し
た
こ
と
が
本
条
よ
り
う
か
が
え
る
。写
経
に
限
ら
ず
、
和
歌
集
を
複
数
人
で
寄
合
書
き
を
す
る
場
合
に
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。「
古
今
和
歌
集
」
の
最
古
の
写
本
で
あ
る
「
高
野
切
」
も
巻
一
と
最
終
の
巻
二
〇
を
書
き
手
の
筆
頭
が
務
め
、
こ
の
一
連
の
書
写
巻
を
「
第
一
種
」
と
称
す
る
。
19
一
＊
１年
中
行
事
ノ
障
子
十
二
月
ノ
月
ノ
字
ヲ
十
二
様
ニ
書
キ
候
。
其
ノ
ホ
カ
ノ
行
モ
文
字
モ
書
キ
カ
ヘ
ン
ト
思
ヘ
ド
モ
、
サ
ノ
ミ
ハ
叶
ヒ
候
マ
ジ
。
月
ヲ
カ
フ
ル
体
ニ
テ
一
月
ヅ
ツ
ナ
ド
カ
ハ
リ
テ
書
カ
マ
ホ
シ
キ
事
ナ
リ
。
＊
２ス
ズ
シ
ノ
絹
ニ
テ
、
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イ
カ
ニ
モ
墨
ノ
ツ
カ
ヌ
ヲ
バ
、
＊
３ハ
ウ
ニ
ヲ
水
ニ
入
レ
テ
墨
ヲ
磨
リ
テ
書
キ
候
ゾ
。
秘
蔵
ノ
事
ニ
テ
候
。
《
口
語
訳
》
一
年
中
行
事
の
障
子
十
二
ヶ
月
の
そ
れ
ぞ
れ
の
月
の
字
は
十
二
通
り
に
な
る
よ
う
に
書
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
行
も
文
字
を
書
き
替
え
た
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
そ
う
う
ま
く
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
月
の
字
を
書
き
替
え
る
よ
う
に
、
一
月
ず
つ
で
も
変
え
て
書
き
た
い
も
の
で
す
。
生
絹
に
い
か
に
も
墨
付
き
の
よ
く
な
い
の
を
、
ハ
ウ
ニ
を
水
に
入
れ
て
墨
を
磨
る
と
書
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
秘
蔵
の
こ
と
で
す
。
《
語
釈
》
＊
1
年
中
行
事
ノ
障
子
…
年
中
行
事
の
名
目
を
両
面
に
書
き
記
し
た
衝
立
障
子
。
＊
2
ス
ズ
シ
ノ
絹
…
生
絹
（
す
ず
し
）。
＊
3
ハ
ウ
ニ
…
﹇
青
蓮
﹈﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈﹇
金
沢
﹈
等
、
中
世
の
写
本
は
い
ず
れ
も
「
ハ
ウ
ニ
」。
あ
る
い
は
、「
バ
ラ
ン
（
馬
蘭
）」
か
。﹇
京
大
﹈
﹇
群
書
﹈「
は
じ
か
み
」
と
す
る
。『
和
漢
三
才
図
絵
』
芳
草
類
に
「
薑
黄
」（
き
や
う
か
う
、
ば
ら
ん
）
と
あ
る
が
、
こ
の
類
か
。「
薑
黄
」
は
薬
用
、
ま
た
染
料
と
し
て
用
い
る
。
ま
た
、
同
草
類
の
「
生
薑
（
し
や
う
が
）」
の
項
、「
乾
薑
（
か
ん
き
や
う
）」
の
項
に
「
紫
薑
（
は
じ
か
み
）」
の
語
が
見
え
る
。「
は
じ
か
み
（
薑
）」（
は
じ
か
み
）
は
生
姜
、
ま
た
山
椒
の
古
名
。
《
補
説
》
本
条
に
は
「
秘
蔵
」
の
語
が
唯
一
見
ら
れ
る
。﹇
青
蓮
﹈﹇
宮
書
﹈﹇
金
沢
﹈
等
、
「
秘
蔵
ノ
事
」
と
す
る
。﹇
天
理
﹈
は
「
ヒ
サ
ウ
ノ
事
」
と
墨
書
し
、
脇
に
朱
で
「
秘
蔵
」と
漢
字
を
当
て
る
。
近
世
写
本
の﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈は
、
こ
こ
も「
秘
説
」
と
す
る
。「
秘
蔵
」
は
、
ま
た
と
な
い
重
要
事
と
し
て
人
目
に
触
れ
ぬ
よ
う
大
切
に
す
る
、
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
そ
の
家
の
奥
義
と
し
て
の
「
秘
説
」
と
は
、
意
味
合
い
が
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
20
一
＊
１主
君
ノ
御
前
ニ
テ
、
御
硯
給
ヒ
テ
物
書
ク
様
。
御
硯
ヲ
バ
君
ニ
向
カ
ヘ
テ
、
我
ハ
逆
サ
マ
ニ
テ
書
キ
候
。
御
硯
ナ
リ
ト
モ
外
へ
給
ヒ
テ
御
覧
セ
ザ
ラ
ン
所
ニ
テ
ハ
沙
汰
ニ
及
バ
ズ
。
御
前
ニ
テ
ノ
事
ニ
候
。
御
紙
ヲ
中
ヲ
折
リ
テ
広
ゲ
テ
、
筆
ヲ
濡
ラ
シ
テ
持
チ
テ
、
キ
ト
守
リ
上
ゲ
候
ヘ
バ
、
書
ク
ベ
キ
事
ヲ
仰
セ
候
。
ア
マ
タ
タ
ビ
問
ヒ
参
ラ
セ
候
ハ
バ
、
畏
レ
ア
ル
事
ナ
リ
。
書
キ
果
テ
テ
ハ
、
筆
ヲ
バ
硯
ノ
水
ニ
テ
ス
ス
ギ
テ
、
笠
ヲ
サ
シ
テ
置
キ
候
ゾ
。
カ
様
ノ
事
ハ
、
ヤ
ス
キ
ホ
ド
ノ
事
ナ
レ
ド
モ
、
人
モ
知
ラ
ズ
、
又
、
君
モ
御
覧
ジ
知
ル
ベ
キ
君
モ
カ
タ
カ
ル
ベ
シ
。
シ
カ
レ
ド
モ
心
バ
カ
リ
□
□
ヲ
キ
ビ
シ
カ
ル
ベ
シ
。
筆
選
ル
事
ハ
、
草
子
・
巻
物
ナ
ド
書
カ
ン
時
ハ
、
君
ノ
御
前
ニ
テ
モ
難
無
キ
事
ナ
リ
。
消
息
ナ
ド
ニ
ハ
イ
カ
ナ
ラ
ン
ナ
リ
ト
モ
取
リ
ツ
ル
筆
ヲ
カ
ヘ
シ
置
キ
テ
、
選
リ
ナ
ド
セ
ヌ
コ
ト
ナ
リ
。
《
口
語
訳
》
一
主
君
の
御
前
に
て
御
硯
を
賜
っ
て
物
を
書
く
時
の
作
法
。
御
硯
を
主
君
の
方
に
向
け
た
ま
ま
で
、
自
分
に
対
し
て
は
逆
さ
ま
に
し
て
書
き
ま
す
。
主
君
か
ら
賜
っ
た
御
硯
で
あ
っ
て
も
、御
前
で
な
い
場
合
は
そ
こ
ま
で
は
申
し
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
御
前
で
の
こ
と
で
す
。
御
紙
を
中
に
折
っ
て
か
ら
広
げ
、
筆
に
墨
を
ふ
く
ま
せ
て
持
ち
、
ご
尊
顔
を
拝
す
れ
ば
、
書
く
べ
き
こ
と
を
仰
せ
な
さ
い
ま
す
。
何
度
も
問
い
直
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
書
き
終
わ
り
ま
し
た
な
ら
、
筆
を
硯
の
水
で
す
す
ぎ
、
筆
笠
を
さ
し
て
置
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
た
い
し
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
々
は
よ
く
知
ら
ず
、
ま
た
、
主
君
も
ご
存
知
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で
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
承
知
し
て
い
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
筆
を
選
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
草
子
や
巻
物
を
書
く
場
合
は
、
主
君
の
御
前
で
あ
っ
て
も
大
事
な
も
の
を
選
び
ま
す
。
手
紙
な
ど
を
仰
せ
つ
か
っ
た
時
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
も
一
度
手
に
取
っ
た
筆
を
戻
し
て
、
選
び
直
す
よ
う
な
こ
と
は
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
《
語
釈
》
＊
1
主
君
…
﹇
青
蓮
﹈「
主
君
」
に
拠
る
。
他
本
は
い
ず
れ
も
「
君
」
＊
2
笠
…
筆
笠
。
筆
帽
。
＊
3
心
バ
カ
リ
□
□
…
﹇
青
蓮
﹈「
心
バ
カ
リ
□
□
」
他
本
に
な
く
、
判
読
不
明
。
《
補
説
》
﹇
金
沢
﹈
は
わ
ず
か
九
条
よ
り
な
る
特
異
な
写
本
で
あ
る
が
、
本
条
を
断
簡
の
第
一
に
挙
げ
る
。
他
本
と
配
列
が
逆
行
す
る
が
、﹇
宮
書
﹈に
見
ら
れ
る
表
記
が
﹇
金
沢
﹈
に
も
通
じ
て
お
り
、
世
尊
寺
家
八
代
目
・
行
能
を
経
た
一
書
を
略
録
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
｜
日
本
書
論
は
い
つ
か
ら?
秘
伝
書
?に
な
っ
た
の
か
本
稿
で
は
、『
夜
鶴
庭
訓
抄
』全
二
十
四
条
の
う
ち
、
第
一
一
条
か
ら
第
二
〇
条
に
つ
い
て
、
最
古
の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
青
蓮
院
蔵
本
を
底
本
に
、
判
読
不
明
な
箇
所
は
他
の
古
写
本
を
援
用
し
て
口
語
訳
を
試
み
た
。今
回
取
り
上
げ
た
箇
所
は
、
所
謂
書
式
故
実
に
相
応
す
る
内
容
が
大
半
を
占
め
る
。
こ
れ
ま
で
の
日
本
書
道
史
研
究
で
は
、
日
本
書
論
の
一
つ
の
特
性
と
し
て
、?
秘
伝
?
で
あ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
中
古
・
中
世
の
古
書
論
は
、
秘
事
口
伝
の
要
素
の
濃
い
、
書
式
故
実
を
主
と
し
て
述
べ
る
に
止
ま
る
も
の
、
と
い
う
固
着
化
し
た
概
念
で
捉
え
ら
れ
、
書
論
と
し
て
扱
う
こ
と
自
体
に
対
し
て
疑
義
を
呈
す
る
風
潮
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
二
十
年
来
の
研
究
の
進
捗
に
よ
り
、
日
本
書
論
は
古
筆
学
と
並
ん
で
日
本
書
道
史
研
究
の
屋
台
骨
と
し
て
、
よ
う
や
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
一
方
で
、?
秘
伝
?で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
唯
一
無
二
の
特
性
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
や
や
も
す
れ
ば
、
こ
の
一
語
に
よ
っ
て
す
べ
て
を
片
付
け
て
し
ま
お
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。
確
か
に
辞
典
類
を
繙
く
と
、『
夜
鶴
庭
訓
抄
』『
才
葉
抄
』『
入
木
抄
』等
に
対
し
て
は
、
概
ね「
書
式
故
実
を
述
べ
、
家
の
書
を
論
ず
る
に
止
ま
る
秘
事
相
伝
の
書
」
と
い
っ
た
捉
え
方
が
通
行
し
て
い
る
。
だ
が
、
中
古
・
中
世
の
日
本
人
が
説
く
と
こ
ろ
の
「
カ
ク
ス
コ
ト
」「
秘
説
」
と
い
っ
た
謂
い
と
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
が
「
秘
伝
」
の
語
に
懐
く
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
と
に
は
、
少
し
く
差
異
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。現
代
の
語
彙
感
覚
を
そ
の
ま
ま
往
時
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
、
些
か
危
う
い
。
た
と
え
ば
、
何
故
か
の
有
名
な
『
風
姿
花
伝
』
を
は
じ
め
、?
秘
伝
書
?
の
多
く
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
伝
存
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
、「
秘
」
す
る
こ
と
、
少
し
言
葉
を
加
え
る
な
ら
ば
、「
秘
」す
る
形
を
取
る
こ
と
が
、
実
は
結
果
と
し
て
後
世
に
伝
え
遺
す
最
大
最
良
の
方
法
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
（
４
）
「
秘
す
る
と
こ
ろ
の
美
」
は
、
日
本
古
来
の
特
性
と
し
て
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
美
意
識
と
い
っ
て
よ
い
。
か
か
る
日
本
人
の
思
想
性
・
精
神
性
は
、
そ
の
時
代
時
代
の
要
請
の
中
で
誕
生
し
、
よ
り
深
く
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
伝
え
遺
す
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
保
存
の
た
め
の
機
器
に
恵
ま
れ
て
い
る
今
日
の
私
た
ち
よ
り
も
、
往
時
の
日
本
人
の
方
が
、
よ
り
強
い
飢
餓
感
を
持
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
今
回
の
訳
出
を
通
じ
、
こ
の
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。中
古
か
ら
近
世
に
亙
る
長
き
歳
月
に
お
い
て
、
日
本
書
論
は
故
実
・
作
法
を
述
べ
た
?
秘
伝
書
?
で
あ
る
、
と
一
括
り
に
し
て
し
ま
っ
て
は
、
そ
の
時
々
の
書
芸
術
観
の
本
質
を
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
少
な
く
と
も
中
古
・
中
世
の
主
要
書
論
は
、
当
時
の
社
会
と
文
化
の
大
き
な
う
ね
り
の
中
で
成
立
し
た
、
謂
わ
ば
「
書
の
古
典
籍
」で
あ
る
。
こ
の
延
長
上
に
近
世
書
論
は
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
キ
ー
ワ
ー
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ド
と
な
る
の
は
「
入
木
道
」
で
あ
る
。「
入
木
」
の
語
は
、
王
羲
之
の
「
入
木
三
分
」
の
故
事
に
基
づ
き
、
筆
力
が
沈
着
勁
健
な
様
を
い
う
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
、
手
習
い
、
書
道
の
意
と
し
て
多
く
用
い
ら
れ
た
。
古
く
は
『
本
朝
文
粋
』『
台
記
』
等
に
見
え
、『
才
葉
抄
』『
入
木
抄
』
で
は
、
書
道
の
異
称
と
し
て
「
入
木
道
」
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
江
戸
時
代
に
入
り
、
た
と
え
ば
持
明
院
流
当
主
が
自
流
関
連
の
書
名
に
、『
入
木
道
秘
伝
』『
入
木
道
相
伝
事
』
の
よ
う
に
「
入
木
道
」
を
冠
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
書
道
の
単
な
る
異
称
で
は
な
く
、「
秘
伝
と
し
て
の
書
式
故
実
を
重
ん
じ
る
流
儀
書
道
」
と
い
う
限
定
し
た
意
味
合
い
に
変
容
し
て
い
く
。
で
は
何
故
、
日
本
書
論
全
般
が
?
秘
伝
書
?
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
そ
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
江
戸
時
代
の
唐
様
の
隆
盛
な
ら
び
に
中
国
書
論
の
受
容
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近
世
書
論
は
、
流
儀
書
道
を
標
榜
し
た
和
様
書
論
と
中
国
書
論
の
摂
取
に
努
め
た
唐
様
書
論
と
に
大
別
さ
れ
る
が
、
唐
様
書
論
が
『
説
文
解
字
』
を
筆
頭
に
、『
書
断
』『
書
譜
』『
東
坡
題
跋
』『
山
谷
題
跋
』
等
を
頻
繁
に
引
用
し
て
談
論
風
発
の
様
を
呈
し
た
こ
と
は
、
縷
々
継
承
さ
れ
て
き
た
「
書
流
」
の
存
続
に
危
機
感
を
も
た
ら
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
時
に
い
っ
そ
う
「
流
儀
書
道
」
を
標
榜
す
る
こ
と
と
な
り
、
和
様
書
論
の
硬
直
化
・
形
式
化
を
招
い
た
。
そ
の
こ
と
が
、
私
た
ち
の
「
日
本
書
論
観
」
に
想
像
以
上
に
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
今
後
、
周
辺
の
学
問
領
域
も
含
め
て
精
査
す
る
こ
と
で
、「
日
本
書
論
は
?
秘
伝
書
?
で
あ
る
」
と
い
う
従
来
の
固
着
化
し
た
捉
え
方
は
修
正
さ
れ
て
い
く
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、
熟
々
思
い
を
め
ぐ
ら
す
の
で
あ
る
。
?
注
?
?1
）
加
藤
達
解
義
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』?
書
論
双
書
7
?（
日
本
習
字
普
及
協
会
一
九
八
二
）、
『
精
萃
図
説
書
法
論
』?
9
日
本
?
所
収
杉
田
宗
雨
訳
「
夜
鶴
庭
訓
抄
」（
西
東
書
房
一
九
九
一
）
?2
）
拙
稿
「『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
の
研
究
｜
本
邦
濫
期
書
論
へ
の
照
射
｜
」（『
青
山
杉
雨
記
念
賞
第
三
回
学
術
奨
励
論
文
選
』
二
〇
〇
〇
）
?3
）
拙
稿
「
藤
原
伊
行
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
の
有
り
様
」（『
書
論
』
第
三
三
号
二
〇
〇
三
）、
「
校
本
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』（
一
）」（『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
人
文
・
社
会
科
学
編
』
第
六
〇
巻
二
〇
一
一
）、「
校
本
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』（
二
）」（『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
人
文
・
社
会
科
学
編
』
第
六
一
巻
二
〇
一
二
）
?4
）
拙
稿
「?
秘
伝
?
の
視
点
か
ら
俯
瞰
し
た
日
中
書
論
」（『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
二
二
号
二
〇
一
二
）
に
お
い
て
詳
述
し
た
。
?
付
記
?
図
版
掲
載
に
際
し
て
は
、
京
都
・
青
蓮
院
よ
り
御
高
配
頂
い
た
。
茲
に
記
し
て
、
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
。
な
お
、
本
研
究
は
、
科
研
費
基
盤
研
究
（C）
「
中
世
書
論
に
基
づ
く
日
本
書
道
史
の
再
構
築
」（
課
題
番
号：
2 3 5 2 0 1 5 2
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
（
平
成
二
十
六
年
九
月
十
七
日
受
理
）
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